
 

 

 

 

今年度、全校で「 心のバリアフリー授業」に取り組んでいます。この授業をとおして、障害の有無に

関わらず、自分や相手を理解し、認め合い、思いやりの心をもって関わり合うことができるようになる

ことを目指しています。７月 15 日「 火）には、聴覚支援学校の先生を講師に招き、３年生が「 耳のきこ

えない、きこえにくい人を理解しよう」というテーマで学習しました。 

 今後の予定は次のとおりです。 

  ○９月４日 木）【講師の先生：秋田きらり支援学校】 

   ・５年生 手足など身体に不自由のある人を理解しよう」 

○１０月２９日 水）【講師の先生：天王みどり学園】 

   ・１年生 いろいろなともだちがいるよ」 

   ・２年生 いろいろな工夫をみつけよう」 

   ・６年生 自分もまわりの人も大切にするために」 

  ○１２月１１日 木）【講師の先生：視覚支援学校】 

   ・４年生 目の見えない人見えにくい人を理解しよう」 

 

※諸事情により変更もあり得ることをご承知おきください 

１日 月）学校安全日 
定期集金口座振替日 

      プールなし時間割開始 
 ２日 火）あいさつ運動 
３日 水）フッ化物洗口 
４日 木）心のバリアフリー授業 ５年） 

児童委員会 
 ５日 金）脊柱側ワン症検査 ５年） 
８日 月）Eタイム ２年） 
９日 火）所長訪問 

１０日 水）フッ化物洗口 E タイム １年） 
      ２年校外学習 秋田駅・児童会館） 
      修学旅行結団式 ６年５校時限 
１１日 木）全校５校時限 ６年修学旅行１日目 
      ３年校外学習 五城目イオン） 
      ４年防災教室 ※中学１年と合同） 

１２日 金）全校５校時限 ６年修学旅行２日目 
１５日 月）敬老の日 
１６日 火）４年校外学習 防災学習館） 
１７日 水）フッ化物洗口 
１８日 木）クラブ 
      田んぼアート稲刈り ５、６年） 
２２日 月）全校５校時限 定例職員会議 
２３日 火）秋分の日 
２４日 水）フッ化物洗口 
２５日 木）児童委員会 
２６日 金）全校５校時限 

６年校外学習 ジオパーク） 
      ４年防災教室 
２９日 月）避難訓練 サツマイモ掘り 
３０日 火）視力検査  

読み聞かせボランティア「 １、２年） 
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教育目標：目標をもち挑戦する子どもの育成 令和７年９月１日 発行 

○令和７年度秋田市ジュニア選手権大会「「 ソフトテニス） 
 男子小学５年生以上の部 第１位 ５年「〇〇〇〇 

第２位 ５年「〇〇〇〇 
  女子小学５年生以上の部 第２位 ６年「〇〇〇〇 ６年「〇〇〇〇 
 ○第 66 回全県席書大会 
  硬筆の部 特賞 ２年「〇〇〇〇 



令和７年度 全国学力・学習状況調査（６年生）の結果について 

                       ＜学力調査の平均正答率＞              

  

 

 

 

 

 
   

☆正答率の低かった問題☆ 

＜国語＞              ＜算数＞             ＜理科＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語＞ 漢字など知識を問う問題での正答率が高くなっていました。また、記述式の問題では、昨年度の県の学

習状況調査よりも、条件に合わせて文章をまとめることができていました。 

正答率が低かったのは、空欄Ａに当てはまる内容として適切なものを資料１から選択する問題です。目的

に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることが求められています。前の文章

と選択肢の文章との関係性や言い回しの違いを見付けることができなかったことから、語彙を増やし、様々

な表現に触れることが大切です。読書や言語活動の充実を図り、表現力を高めていきたいと考えています。 

＜算数＞ 全ての内容で秋田県・全国ともほぼ同じ正答率でした。上記は、分母の違う分数のたし算の計算の仕方や 

考え方を記述する問題です。ここでは、整数の加法に帰着して考えられるように、「もとにする数、その数の 

何個分か」を数や言葉で表す必要があり、その全てが書かれていないために誤答になった子どもが多くいま

した。計算ができるだけでなく、考え方を「説明できる」力が算数では求められています。 

＜理科＞ 秋田県・全国と比較し、記述式の問題で正答率が高くなっていました。分野ごとでは、「エネルギー」に関

わる問題での正答率が低くなっていました。電磁石のはたらきを大きくする方法を問われた問題では、電流

の大きさやコイルの巻き数を増やすなどの方法は理解しているものの、実際の乾電池のつなぎ方との関連付

けが不十分でした。中には危険なつなぎ方（ショート回路）を選択する子どももいました。安全という観点

からも、もう一度復習をし、定着を図ります。 
  
本校では、今回の結果を基に成果や課題を整理して、子どもたちの高い学習意欲とよさを更に伸ばし、学力

の定着に結びつけられるよう、授業改善等の取組を一層進めていきたいと考えています。今後ともご家庭のご
支援、ご協力をお願いいたします。 

 国語 算数 理科 

八郎潟小学校 ７３ ６０ ６１ 

秋 田 県 ７１ ６０ ６１ 

全  国 66.8 58.0 57.1 

今年度の４月１７日（木）に実施した「全国学力・学習状況
調査」の結果についてお知らせします。今年度は、国語・算
数・理科の３教科と学習に関するアンケート（学習状況調査）
が行われました。３教科とも全国平均を上回り、秋田県平均と
はほぼ同じという結果となりました。また、どの教科でも、最
後まで諦めずに根気強く取り組んだことが解答用紙やアンケー
トからうかがえました。 
 学習状況調査では、良好な項目がたくさんありました。その
中でも、学校生活や友達関係、社会貢献についての項目で肯定
的な回答が多く、全国や県平均を大きく上回っていました。た
だ、ＩＣＴを活用したプレゼンテーションなどの発表の技能の
部分で苦手意識をもっている子どもが見られました。 
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